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滋賀医科大学が地域産学官連携で進める 



第１話 
 
 滋賀医科大学における 
 
   医療システム・機器の研究開発 
 
      その実用化構想 
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滋賀医科大学の研究の特色  

●大学の特許や研究の特色 

５つの重点プロジェクト 

①サルを用いた疾患モデルの確立とヒトの疾患治療法開発への応用 

③神経難病研究 

②ＭＲ医学と分子イメージング研究 

④生活習慣病医学 

⑤総合がん医療推進研究 

鳥インフルエンザワクチンの開発、再生医療への応用へ向けて 

体への負担が尐ない治療（低侵襲治療）を目指して 

アルツハイマー病・神経難病の早期発見・治療を目指して 

動脈硬化症・メタボリックシンドロームなどの予防のために 

保健・医療・福祉・教育の連携を促進 

・・・「何でもできる」より「何かができる」特徴ある研究を推進 

基礎 臨床 

◆講座の枠を超えた研究 

◆社会性がある萌芽研究 

◆学学連携（単科大学ゆえ） 

特徴的研究に多い出願 

●ＭＲ下内視鏡手術 

●マイクロ波鉗子の開発 

●アルツハイマー病のＭＲ画像診断薬の開発 

●サルの育成 

基礎と臨床の融合 

現在のコアは、ＭＲＩとカニクイザル 

3 



産学官連携と医工連携 

①産学官は、使命・役割が異なるセクター間の連携 
 

②産学官連携は目的でなく、効果的に目的を実現する手段 
 

③産学官連携の目的：  

・イノベーションの創出し、国際競争力を強化するため 

・大学等の成果を社会還元するため 

・科学技術の新領域・融合領域を展開するため 

・社会が必要とする人材育成するため 

研究で医師の夢が形になり、企業に引き取られて製品化が進む 
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 治験・臨床 

目標仕様 設計 設計 設計 設計 
製作 

医療ニーズ 

シーズ 

◆医大の役割は、研究の入口と出口（医療機器のユーザの立場） 
◆プロジェクト内部で技術移転が発生（製品化の出迎えになる） 

評価 

動物実験評価 

機能評価 

医療研究の技術移転の特徴 
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患者に覆いかぶさるようなロボット手術 小創から腔に沿って入る、患者に優しい手術 

現在の手術ロボット（硬い大型システム） 次世代手術システム（柔く、安全・迅速な処置） 

次世代手術システム研究がめざすところ 

★ＭＲ下で生体内部を透視し、内視ロボットを滑らかに腔内推進、先端を安全操作 
★新エネルギ鉗子による、止血・凝固・切開・封止・シールの多機能かつ迅速な処置が可能 
★画像ナビゲーションとマニピュレーター操作により安全的確な内視手術が可能 
★細径化する軟性内視鏡の進化の流れに乗って、適用疾患を拡大できるコンセプト 

daVinci 

★生体表面映像をもとに、手と指の操作を、多関節ロボット肢先端に伝達再現する 
★画像ロボット１本、鉗子操作３本を協調操作できる。 
★消化器、胸部、泌尿器、婦人科の手術用途の基本手術様式ソフトウェアを利用 
★大きすぎて、脳や血管には展開できそうもない 

３億円／システム、保守２５００万円／年、日本は１８台導入（１５台稼働）の導入実績 

内視鏡様軟性導体 
（次世代軟性μＩＲＴ） 

三次元リアルタイムMR画像下次世代手術 

オープンＭＲ下 生体透視手術 

マニピュレーション 

患者さんを確認しながら手術できる 

表示だけを注視 

自然孔から作業可能 
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ＭＲＩを用いた次世代生体透視下除術 
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ＭＲ下 標的自動追尾型穿刺支援ロボット 
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ＭＲ対応軟性体内視鏡の開発 

位置検出センサ内蔵 
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迅速 安  全 

刃先にエネルギーを集中 

◆開発コンセプト 

内視鏡対応 

◆内視鏡下で癌治療などに用いる 

マイクロ波鉗子 

粘膜を止血切開 

ＭＲ下内視鏡手術用 新エネルギ・デバイス 

     「マイクロ波鉗子」の応用開発 
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腸間膜血管切離 

迅速なマイクロ波デバイス 

縫合を用いる従来法 
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内視鏡用をシリーズ開発し、応用を拡張 

マイクロ波鉗子をシリーズ開発 

応用が拡大：止血、凝固、切開、ソフトなアブレーション 

切
開 

 

止
血 

凝
固 

 

壊
死 

はさみ 
フック 

穿刺針 
生検針 

形 機能 

効果 安全＋迅速＋小型→低侵襲 
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◆医療研究は、自らのニーズをシステムとして実現、効用の検証し、自ら使っていく。 
◆オンサイト診療は、診断・検査・手術の一体のシステム化 

２G研究 

医師の診断確定 

患者（がん・症状） 

血
液
検
査
装
置 

超
微
量
生
体
標
本
分
析 

 
 

 

金
ナ
ノ
粒
子
細
胞
診
断 

 
 

 

３G研究 

１G研究 

内視鏡を軸にした診療 

腫瘍センシング・診断 

切
片
・腹
水
採
取 

生検鉗子 穿刺針 

体
外
検
査 

微
量
血
液
採
取 

手術用具の開発 

患者負担を軽減する”オンサイト診療システムの開発” 
都市エリア発展型（FY2007-2009） 
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「医師の手技」からみた内視鏡診断・手術 

高度な観察 センシング 迅速検査 適正手術 治癒確認 
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お 

●疾患と術者をつなぐ 

●高度な診断情報 
 に基づいて治療 

●診断・治療一体化 

●診断・手術・試薬 
  総合利用 

○的確・安全に治療 

○診療時間を短縮 

○患者の安全 
      負担軽減 

効果の連鎖 
要因（デバイス機能の連鎖） 

●飛散に対応 

●切り残しをしない 

●手術室内で検査 

●疾患から微量標本採取 

●微量標本で繰り返し検査 

●センサで位置深さを計測 

●細径・高機能鉗子整備 

●手に目を付ける 

●目に手を付ける 

●目と手の独立動作 

●カメラの眼が曇らない 

●切っても出血しない 

●切らない治療 

●鉗子・内視鏡自在操作 

○均てん治療 

○早期治癒 

手術空間３Ｄ画像 
多内視鏡操作 

いつでもどこでも同一治療 
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研究は次世代手術システムに集中、 
 製品化は、部品からシステムへ順次に展開 

内視鏡高機能化 

・関節鏡 

・子宮内視鏡 

・気管支鏡 

 

 MR画像下手術 

新
技
術
に
よ
る
応
用
拡
大 

マイクロ波鉗子 

器具事業ｎ倍化 
強いシステム 

器具の進化 

高機能体腔鏡 治療デバイス  

ＥＵ市場 

研究拠点 

多内視鏡 

日本市場 

研究拠点 

北米市場 

研究拠点 

システム高度化 ディスポ化 

新エネルギ・デバイス 

経胃 

経膣 

経十二指腸 

経大腸 

経鼻腔脳等 

夢は研究と生産の世界多極展開 

時
間 

日本発部品事業 

グローバル化 

既存 

内視鏡 

体腔鏡 

手術関連器具群 

応用拡大  需要拡大 

新規 

内視鏡 

体腔鏡 

アジア市場
研究拠点 

緊急止血具群 
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難しい医療器具の技術移転 

死の谷、ダーウィンの海 

共同研究 

医工連携 
産学官連携 

事業の領域 

販路の壁 

中小企業の壁 世界の壁 

産
学
官
連
携
活
動 

一致（引き取り）が必要 

研究領域 

壁 事業フォーメーション 

コンソーシアム 

研究フォーメーション 

製品責任企業 

協力企業群 

試作開発 現場ニーズ 前臨床 臨床試験 製品開発 事業立上 

製品開発を支援する機能がない 

事業を牽引する体制がない 

産学官連携における「製品化の壁」と「壁の打破」 
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「薬事法の障壁が低い製品化」をまず促進 

評価を回す 
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薬事法の障壁が高い製品化に挑戦 

試作を回す 

開発を回す 
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医療機器の製品化・事業体制づくり（ビジョン） 

大学発ベンチャー 

滋賀医科大学・共同出願企業 

Ｓ社 Ｏ社 Ｒ社 

製造ネットワーク 

販路確保 

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン 

１ 

４ 

１ 

５ 

国内川下企業群 

商社Ａ 商社Ｂ 商社Ｃ 

Ｅ
Ｕ
展
開 

Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ
展
開 

Ｕ
Ｓ
展
開 

グローバル展開 

水平展開 

垂
直
展
開 

再供与可能な実施権 

川下企業等へ実施許諾 

全国の病院 

滋
賀
医
科
大
学 

オープン開発と生産の仕組み 

医療専門家による事業セグメントごとの戦略立案と実施 

トレーニングセンター 

Ｙ社 

新
応
用
仕
様
注
入 

 

オ
ー
プ
ン
ラ
ボ 

 

評
価
技
術
供
与 

１ 

２ 

１ 

３ 
資 

本 

22 



23 

・医療廃棄物の安全かつ環境に配慮した処理法は緊急かつ必須。 

・種々の健康に問題となる有毒物質対応機器開発へ展開できる。 

・ダイオキシンの排出源であった医療廃棄物を安全、安価にその場処理できる。 

プロジェクトの意義 

分解メカニズム 

附属病院で稼働中の「医療廃棄物・有害ガスゼロエミッション」のシステム 

感染性医療廃棄物処理システムの開発 



第２話 
 
 オムロン株式会社における「体験談」 
 
  医療システム・機器等の開発 
 
    その研究開発スタイル 
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ガスを出さない、 

難燃性成形材料の開発 

ＴＮ液晶の電卓の開発 

研究開発スタイル：事業密着 

製品化支援 

問題解決 

研 究 

午前 

午後 

夜 

米国で、技術導入+自社開発 

研 究 

生産支援 定時内 

結果の分析 夜(自宅） 

ベンチャー型風土の中で、研究開発 

１９７１－１９７２ 

１９７２－１９７５ 
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強電磁波下で測れる温度センサを開発！ 

米国市場で起きたこと・・・・・ 

研究開発スタイル：企画・研究・製品化・生産立上・販売促進まで、技術を護送 

新聞発表後、社内でがん治療、社外で木材加工、電子レンジ調理の共同研究が発生 
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血圧計を小型化した！ 

小さいことはよいことだが、 

周辺技術の普及とともに進行させるべき！ 

センサ方式の変化が起きた・・・Ｓｉ → ばね板 → Ｓｉ(回路一体） 
    ピエゾ抵抗型 → 静電容量型へ 

開発で起きたこと・・・ 
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φ５μｍ-テーパ穴加工 

ネブライザを開発した！ 

振
動
子 

メッシュを開発 
開発で起きたこと・・・ 

加工研究室が部品だけを下請けしていた 

霧が出ない！（原因は分業の行き過ぎ） 
→ メッシュと振動子の一体開発に変更 

生産技術研究所 
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第３話 
 
 京都府と(社）京都工業会の指導から 
 
  これからのモノづくり雑考 
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部
品 

材
料 

コ
ン
ポ 

 機    器  システム サービス 

インテリジェント・ハード（車） 

ソリューション・ソフト（流通） 

グ
ロ
ー
バ
ル 

ス
タ
ン
ダ
ー
ド 

ポ
ジ
シ
ョ
ン 

顧
客
密
接 

ポ
ジ
シ
ョ
ン 

元
気
度
・成
長
性(

付
加
価
値
） 

製品階層 

顧客の立場にあう商材を 

流通が協創するようになった！ 

客への距離 

提案力 

■元気組みは、概ね、スマイルカーブの両端に位置する。 

■機器は低価格化し、付加価値が目減りしている。 

■元気度が、製品機能・プロセス機能で連鎖している。 

  →選ばれるには、「独自性」「顧客への提案力」「開発と生産の対応力」・・・が必要 

２１Ｃ型開発 

モノづくりの変化 

   「サプライチェーンと製品連鎖」 

キーパーツの提案力！ 
選び選ばれる関係！ 

１９７０年代 

現在 
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暮らし・消費 

流 通 

素材 

情報システム 
 
生産システム 
 
装置 
 
機器 
 
コンポ 
 
部品 

健
康
機
器 

食
品 

衣
料 

ア
メ
ニ
テ
ィ 

消
費
財 

最
終
製
品 

生
産
財 

業
界
特
化 

シ
ス
テ
ム 
 

ソ
フ
ト 

 

装
置 

 
機
器 

 

コ
ン
ポ 

 

部
品 

 

材
料 

 

輸出 

垂
直
の
製
品
連
鎖 

輸入 

水平の製品連鎖 

水平の製品連鎖 

水平の製品連鎖 

■消費財はタテに、生産財はヨコに、連鎖する構造がある。  ■客に近い「流通のマーケティング力」を活用したい。 

■病院ユースとホームユースそれぞれに事業空間がある。 予防予後は、ホームと病院が繋がる。 

■医療機器は、多品種尐量の弾力的供給力が鍵になる 

数／額 

モノづくり企業の多様な事業空間 

       「産業構造を俯瞰する」 

生
産
財 

医
療
機
器 

自
動
車 

家
電 

住
設 

医
薬 

ホームユース 
病院ユース 
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［モノ作り］＝  ［ モノ ］ × ［ 作り ］ 
 

モノづくりは「製品とﾌﾟﾛｾｽの両輪の活動」 

 製品革新  プロセス革新 

モノづくりの因数分解 

顧客満足の積み込み 
（製品の味付け） 

経営満足の作り込み 
(川上／川下連携） 

調和発展 

生設一体のススメ！ 32 
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進化の持続・増殖の鍵 

製品Ａ 

生産 
・キーパーツ調達 

・製品の味付け 

・垂直立ち上げ 

・良い設計を回す 

・コアの汎用開発 

・工程プラットフォーム 

全体最適・生設一体 

☆「自社の生産の特質」を知って、立上げ易い製品開発を行う 

製品群Ｂ 製品群Ａ 

 １製品 

 企画から立上げまで 

 開発コスト 

 製品群 

 製品ライフ中作り続ける 

 キャッシュフローの塊 

製造 開発 
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｢顧客満足」と「経営満足」を両立するものづくり経営 

■製品力は、製品群企画と汎用開発力、製品の味付けなどにより作られる 

■医療機器の生産は、売り方に見合った工程汎用化と生産弾力化（需要同期）が望まれる 

■開発リードタイムは、技術作り込み、生設一体化、製造の発信力により実現させる 

客の使用条件 製品の味付け 

顧客の進化への貢献 
客の次なる思い 顧客満足 

当社の次なる思い 

売り方 

製造経営満足 
キャッシュフロー・体質化・進化への貢献 

工程汎用化＋需要同期生産 

設計技術の 

機能的編集 

工程技術の 

機能的編集 
デリバリー 受注パターン 

在庫ＭＩＮ 

生設一体 

垂直立ち上げ 

発
信
力 

開発が生産につながる  

弾力生産性 

製品群企画＋汎用開発 



ご静聴ありがとうございました。 

今日が、広域での連携活動への一歩となりますよう、期待しております。 

 

今後ともよろしくお願いいたします。 
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